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　ＦＭかしまの取材が入りました。６年生 　「人権の花」運動の感謝状が届きました。 　十数年に一度の大雪で１日休校になりまし

一人一人が、今、夢中になっていることや、 花壇や学級の鉢を世話する中で、協力や感謝、 た。翌日も雪が残り、子供達は雪合戦や雪だ

これから頑張りたいことを発表しました。 生命の尊さを実感することができました。 るまづくりなど、冬の遊びを楽しみました。

　１年生がしらほ園の年長さんと交流会をしま 　お世話になった６年生への感謝を込めて６年生を送る会を行いました。学年ごとに６年生へ感謝の

した。前半は算数と国語の授業の様子を見ても 言葉を伝えると共に、プレゼントを手渡しました。６年生は、一人ずつ６年間で成長したことを立派

らい、後半はじゃんけん列車で楽しみました。 に発表しました。最後は「ありがとうの花」を合唱し、気持ちのこもったあたたかな会となりました。

　本校が文科省のサキドリ研究校に指定さ 　学年末授業参観と学年・学級懇談会を行いました。授業参観は、ご家族に頑張っている姿

れました。全国300校強のうちの１校です。 を見せようと、張り切っている児童が多くいました。懇談会は、担任からこの１年間で成長

午前中5時間40分授業等の研究を進めます。 したことや課題についての報告の後、意見交換等をして有意義な時間となりました。　

５年生対象の夢先生として来校した元Ｊリーガーの土屋征夫さんは、そう言って笑いまし

た。その理由を尋ねると、「“一本筋”が通っているから」とのこと。私は、その言葉は土

屋さんの歩んできた道と無関係ではないと、先生の授業を拝見させていただきながら感じました。 
　土屋さんは５歳でサッカーを始め、自慢の俊足を生かして強豪チームで活躍します。しかし、中学２年生での転校をきっかけに、練習

環境が遠くなったこともあり、次第にサッカーから離れてしまいます。高校では書道部に所属し、およそ３年半、本気でボールを蹴るこ

とはありませんでした。 
　高校卒業を間近に控えたある日、仲間が持ってきた雑誌の文字に目が留まります。『ブラジルサッカー留学』忘れかけていたサッカー

への思いがよみがえり、お父さんに「ブラジルに留学したい」と伝えました。「いいよ、行ってこい」３年半もサッカーから離れていた

息子の背中を、お父さんは気持ちよく押してくれました。 
　しかし、ブラジルでの生活は厳しいものでした。言葉の壁やレベルの差、けがなどで心が折れそうになったそうです。当初２年間の予

定でしたが、１年で帰国する日本人も多く、土屋さんも「やめたい」とお父さんに電話します。すると、いつも優しかったお父さんから、

思いがけない言葉が返ってきました。「帰ってくるな。おまえ、２年って言っただろう。」雷に打たれたような衝撃だったそうです。 
　それから土屋さんは変わりました。残りの１年、チーム練・自主練で毎日４回、ずっとボールを蹴り続けます。「やらなければだめな

んだ。」「助けてもらっているのに、投げ出して帰るわけにはいかない。」土屋さんに“一本筋”が通ったのは、このときだったのではな

いでしょうか。そして１年後、所属チームとプロ契約を結ぶことができました。土屋さんはその喜びを最初にお父さんに伝えたそうです。 
　その後、25年間にわたりプロとして活躍。東京ヴェルディ、ヴィッセル神戸、ヴァンフォーレ甲府などでプレーし、45歳まで現役を続

けました。日本代表候補に名を連ね、神戸在籍中にはＪリーグカップ戦で歴代最年長ゴールを記録するなど、多くの人の記憶に残る選手

となりました。 
　土屋さんの話は、夢を語る時間であると同時に、「どう生きるか」を考える時間でもあったのだと感じています。　 

「好きなチームはアントラーズです」



                                               


